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 一昨年以来、国際クルーズを何度か予約

したものの、いずれもコロナ禍のもとでキ

ャンセルとなり、ようやく、昨年 12 月末に

なって、RCI(ロイヤル・カリビアン・イン

ターナショナル)の「スペクトラム・オブ・

ザ・シーズ」のシンガポール発着のクルーズ

に乗船することができた。 

同船に乗るのは 2 回目で、同型シリーズ

では第 1 船の「クァンタム・オブ・ザ・シ

ーズ」、「オベーション・オブ・ザ・シーズ」

にも乗船したから、同級船でのクルーズは

これが 4 回目となる。 

 

 とにかく、3 年ぶりの海外だし、コロナ禍

が完全に収まったわけでもなく、ワクチン

証明も必要であり、どうなるのかどきどき

しながらのコロナ禍後の初の国際クルーズ

の乗船となった。 

 しかし、ワクチンの国際証明が必要とさ

れ、シンガポールの入国登録をインターネ

ットで事前に求められた以外は、ほとんど

従来と変わりはなく、事前の不安も取り越

し苦労に終わった。ただし、孫娘を連れての

クルーズで、RCI は親と同伴は問題がない

が、名字の違う孫の場合には、親の同意書、

出生証明書が必要とのことで、シンガポー

ルで乗船時に受付窓口でひと悶着。しかし

ながら、さすがにインターネット時代の文

明の利器が活用できる時代となり、係員の

指示通りに、日本にいる親にラインで連絡

して、同意書のサインを画面上でしてもら

い、さらに出生証明書の画像も送ってもら

い、無事、書類ができあがり受付を通過する

ことができた。 

 

 クルーズは、シンガポールの新しいクル

ーズターミナル「マリーナベイ・クルーズセ

ンター・シンガポール」からの出港であっ

た。このターミナルには、前日は「ゲンチ

ン・ドリーム」が停泊していた。名前も変わ

らず、シンガポール起点の短いクルーズに

就航しているようだった。 

 

 
ゲンチン・ドリームはシンガポール起点のクルーズに

就航している。 

 

 「スペクトラム・オブ・ザ・シーズ」は 12

月 29 日早朝に入港、同センターに着岸して、

昼からは乗船が始まっていた。この乗船に

ついては、インターネットで事前の登録を

済ませておくと、スムーズに乗船手続きが

できるようになっていたが、前述の孫の件

で、書類作成に時間がかかったが、それでも

40 分ほどで手続きが完了した。 

 

 乗船して、14 階のセルフサービスレスト

ラン「ウィンドジャマー」で遅い昼食をと



り、その後、キャビンに入った。もちろん、

左舷側のベランダのある部屋を予約してあ

った。船は原則右側通行なので、出入港時や

マラッカ海峡での反航船の撮影がしやすい

ためだ。 

 

 これまでの RCI と違っていたのは、船内

新聞クルーズ・コンパスが部屋には置かれ

ていないということだった。基本的にはス

マホの専用アプリや、部屋のテレビ等を通

じて得られるデジタル情報を使ってほしい

ということのようだ。幸い、日本人コーディ

ネータが乗船していたせいか、日本語の新

聞のダイジェスト版だけは部屋に届いてい

た。部屋に顔を出したルームスチュワード

に、英語の船内新聞を入れてほしいと頼ん

だら、毎日入れてくれるようになった。希望

者には従来通り紙の船内新聞がもらえるよ

うになっていた。長年、紙の船内新聞をみ

て、1 日の計画をたてることに慣れてしま

っている筆者には、もうすぐついていけな

くなるのかもしれない。ただ、船内ではスマ

ホのアプリでスケジュールがわかるので便

利ではあった。 

 

船内新聞を見て最初にチェックするのが

避難訓練だが、その実施時間が書いていな

いのも、これまでのクルーズとは違ってい

た。船内新聞では、出港 30 分前の 16 時ま

でに、それぞれのマスター・ステーションま

で行って登録をするようにとなっていた。

指定されたマスター・ステーションに行っ

てみると、係員が待機しておりルームカー

ドで参加登録を行い、随時集まった数人の

乗客に対して救命胴衣の着用のデモンスト

レーションを見て避難訓練は終了となった。

確かに大定員の大型船では合理的なシステ

ムだ。 

 
頼むと紙の船内新聞も入手することができた。 

 
部屋の鍵、船内クレジットカード、乗下船管理を兼ね

たシーバスカードには、マスターステーション(アッセン

ブリー・ステーション)が大きく D3 と書かれていた。 

 

 予定通り 16 時半にシンガポールを出港。

すぐにマラッカ海峡のメイン航路に入って

北上。日没まで反航船のシップウォッチン

グを楽しんだ。逆光ではあったが、それなり

に楽しめた。 



 
出港後、たくさんの錨泊船の間を通って、マラッカ海峡

の主航路へと合流した。 

 

 

 

 
マラッカ海峡での船上シップウォッチング 

 

 夕食は、ファーストシッティングとセカ

ンドシッティングの間の時間帯に自由に食

事のできる「マイタイム」と指定されていた

ので、時間に拘束されないクルーズライフ

が楽しめた。たくさんのレストランをもち、

メインダイニングルームは常には一杯にな

らない現代クルーズならではのシステムだ。 

 

 もうひとつ、今までとは変わっていたの

はドレスコードの「フォーマル」がなくなっ

て、「ドレス・ツー・インプレス」となって

いた。フォーマルでもなんでも「自分に似合

う服装を楽しんで!!」ということらしい。こ

れも RCI らしい新しい発想と言えそうだ。 

 

 さて今回のクルーズの寄港地は、マレー

シアのペナン島とタイのプーケット島。い

ずれもマリーンリゾートとして有名な観光

地だが、両島共に筆者にとっては初めての

訪問であった。ペナン島には、20 万トン級

まで接岸が可能なクルーズ岸壁ができてお

り、大小さまざまなクルーズ客船が寄港し

ているとのこと。2010 年には 178 隻の入港

実績があったとのことだ。最大船が「スペク

トラム・オブ・ザ・シーズ」と「オベーショ

ン・オブ・ザ・シーズ」の姉妹船で、それに

続くのがキュナードの「クイーン・エリザベ

ス」とのことである。 

 
ペナン島のジョージタウンのクルーズ客船用桟橋。20

万総トンまでのクルーズ客船の受入が可能だ。 

 

 またペナン港からはクルーズ客船「エー

ジアン・パラダイス」が毎日、昼便と夜便の

2 回クルーズに出港していることがターミ

ナル内の広告とパンフレットでわかった。



その船が、なんと元「おりえんとびいなす」

だった。ペナン港の沖合で同船と遭遇して、

その最新の姿をカメラに収めることができ

た。 

 
ペナン島起点のデイクルーズ、ワンナイトクルーズを

行う「エージアン・パラダイス」。元の「おりえんとびい

なす」がマレーシアで活躍していた。 

 
 

 ペナン港からは対岸のマレーシア本土と

の間に高速旅客船とカーフェリーが就航し

ていた。島は本土とは橋で結ばれているが、 

徒歩客や、バイク・自転車には不便なための

ようだ。 

 

 

 
マレーシア本土とペナン島を結ぶ高速旅客船とフェリ

ー。フェリーはバイクと自転車を乗せるようだ。 

 

 タイのプーケット島では、ビーチの沖に

停泊して、2 隻のポンツーンを横付けし、地

元のクルーズ客船専用のテンダーボートが

4 隻で稼働していた。朝早いバスツアーの

客の下船時は整理券が配られて、テンダー

の時間が指定されていたようだが、しばら

くすると自由に好きな時間にテンダーに乗

れるようになった。テンダーの 2 階には展

望デッキがあり、そこから、錨泊する「スペ

クトラム・オブ・ザ・シーズ」の姿を撮影す

ることができて大満足。 

 もともと海水浴などのマリンレジャーに

は興味のない筆者なので、海岸線に並ぶレ

ストランの中から 1 つを選んで、タイ料理

とタイビールを楽しんでから船に戻った。 

 



 
プーケットでは、クルーズ客船専用の 4 隻のテンダー

ボートが乗客を送迎していた。船の 2 ケ所の舷門に、

浮桟橋が設置された。 

 

テンダーボート船上から「スペクトラム・オブ・ザ・シー

ズ」の姿を望む。 

 

 
プーケットのビーチから、沖合に停泊する「スペクトラ

ム・オブ・ザ・シーズ」を望む。 

 

 プーケットを出港して、船上では日本よ

り 2 時間遅れのタイ時間で正月を迎えた。

バルーンフォール、船長挨拶などがあった

らしい。早寝の癖のある筆者は、とても日本

時間の午前 2 時まで起きていることはでき

なかったので、参加した家族から様子を翌

日に聞き、撮影したビデオを見せてもらっ

た。 

 
タイ時間の元旦に集まった乗客の様子。正面に船長

が現われ、挨拶があった。船内では、船員はマスクを

していたが、乗客でマスクをしているのは 5%くらいであ

った。 

 

 1 月 1 日は、全日航海日。午後になって

マラッカ海峡の幹線航路に入って、反航す

る船が一気に増えた。中でも ONE の大型

コンテナ船「ONE トリビュート」がコンテ

ナを満載して走る姿は美しかった。日本の

海運も頑張っているのが実感できて嬉しい。 

 こうして日没までシップウォッチングを

楽しんだ後、最後のディナーをメインレス

トランでとった。ウェイターの気持ちのよ



いサービスで楽しい時間を過ごすことがで

きた。最後には、下船後にメールのアンケー

トが届くので、良い評価を書いて欲しい、と

いうアピールもしっかりとあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
マラッカ海峡を南下する「スペクトラム・オブ・ザ・シー

ズ」からのシップウォッチング。 

 

 最終日は、早朝にはシンガポールのター

ミナルに着岸したようだ。目覚めた時には

もう着いていた。 

帰りの飛行機が 23 時と遅かったので、最

後の時間帯の下船にアレンジしてもらった

ので、荷物をとってターミナルをでたのは

10 時半くらいになっていた。新しいターミ

ナルは、タクシー乗り場もよく考えられて

いて、ここでもスムーズにタクシーに乗り、

空港まで移動できた。 

 
シンガホールに帰港した「スペクトラム・オブ・ザ・シー

ズ」の船上から見た停泊する船々。 

 

 最後に、シンガポール、マレーシア、タイ

での物価について報告したい。シンガポー

ルは日本の 2～3 倍の価格で、いかに日本が

物価の安い国かを再認識させられた。一方、

マレーシアは日本より少し安め、タイはさ

らに安めであった。それぞれの場所でレス

トランでの食事をして、それぞれの物価の

レベルは実感できたが、各地のセブン・イレ

ブンでの比較をしてみた結果は、500ml の

ペットボトルのお茶の価格が、シンガポー

ルで約 250 円、マレーシアで約 80 円、タイ

では約 60 円であった。 


